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秀明，佐藤朋美，横山正俊，副島英伸，荒金尚子：子宮体癌再発症例におけるがんゲノムプロファ
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14 ○原田陽平，佐藤明美，末岡榮三朗，木村晋也，荒金尚子：クリニカルシークエンスで認めた高アレ
ル頻度の新規HER2変異の遺伝子解析．日本人類遺伝学会第65回大会．2020，11，18‐12，9．抄
録集．

15 大枝 敏，安藤 彩，窪津祥仁，田中賢一，岡田倫明，高橋宏和，江口有一郎：Shear wave meas-
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検査トレーニングの現状．第65回日本臨床検査医学会 九州地方会／第31回日本臨床化学会 九州支
部総会．2020，3，7．第65回日本臨床検査医学会 九州地方会／第31回日本臨床化学会 九州支部
総会 合同プログラム，55頁．

2 ○浦上宗治，岡 祐介，濵田洋平，於保 恵，青木洋介：AmpC過剰産生グラム陰性菌に対する最
適治療の検討－βラクタム系抗菌薬の PK-PD解析と臨床疫学的解析から－．第68回日本化学療法
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 末岡榮三朗 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

中央集約型と分散型の併用による医療
情報共有のためのトラスト（信頼関
係）の評価法

65

教 授 末岡榮三朗 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

経時的感染者検体の多角的・高精細研
究アプローチによるHTLV病原性発
現機序解明

845

教 授 末岡榮三朗 日本医療研究開発機構事業 医薬品等規制
調和・評価研
究事業（分担）

大規模医療情報の標準化のための統一
的管理手法の構築と利活用の研究

390

教 授 末岡榮三朗 2020年度「放射線災害・医
科学研究拠点」

共同利用・共
同研究（分担）

低酸素環境下におけるエピゲノム変化
とゲノム損傷応答の解析

0

助 教 佐藤 明美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

遺伝子検査における cfDNAの品質管
理と品質チェックシステムの構築

1，300

助 教 中村 秀明 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

マルチプレックスRT-PCR 法による
成人Ｔ細胞白血病の病期進展リスク評
価法の開発

1，300

病院講師 大枝 敏 EA奨学寄附サポート （代表） NASH/NAFLDの疫学および病態解
明に関する研究

300

学会西日本支部総会／第63回日本感染症学会中日本地方会学術集会／第90回日本感染症学会西日本
地方会学術集会．2020，11，5‐7．第68回日本化学療法学会西日本支部総会／第63回日本感染症
学会中日本地方会学術集会／第90回日本感染症学会西日本地方会学術集会／共同開催 プログラム
抄録集 P311．

3 ○濵田洋平，岡 祐介，眞田彩華，浦上宗治，於保 恵，青木洋介：Mycobacterium chelonae による
眼感染症の1例．第68回日本化学療法学会西日本支部総会／第63回日本感染症学会中日本地方会学
術集会／第90回日本感染症学会西日本地方会学術集会．2020，11，5‐7．第68回日本化学療法学
会西日本支部総会／第63回日本感染症学会中日本地方会学術集会／第90回日本感染症学会西日本地
方会学術集会／共同開催 プログラム抄録集 P355．

研究助成等
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